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理 由

この案を提出するのは、愛知県立新城東高等学校作手校舎の将来にわたる存続に向

け、付されている条件の撤廃を愛知県教育委員会へ要望する必要があるからである。



愛知県立新城東高等学校作手校舎の存続を求める意見書

新城市教育委員会では、教育の基本理念として、「共育（ともいく）で『子育ち・

人育ち・地域育ち』～学校・地域を新たな視点で拓く～」を掲げ、学校と地域が繋が

り、共に育っていくことによるまちづくりや地域活性化を図っている。

新城東高等学校作手校舎は、平成３０年５月現在で全校生徒８５名中、新城市内出

身生徒が６７名を数えるとともに東三河地区中学校出身生徒が全校の９７．７％を占

め、東三河地域全体の中学生に選択の拡大を提供している教育機関である。

作手校舎では、他校にはない特色ある教育活動として作手中学校との中高連携事業

が行われており、そこでは授業や部活動を通じた生徒の交流により、相互に良い刺激

を受け合う貴重な体験が展開されている。

また、作手地区のシンボルであるサギソウを教材とする農業実習を通した地域活性

化への寄与、小規模校の特性を活かして地域に貢献できる人材を育成してきた実績は、

作手校舎における高い教育力と地域における存在意義を象徴するものである。

こうした作手校舎における特色ある教育の実践は、自立性が求められる地方創生時

代のひとづくりに大きく寄与するものであり、新城市のみならず東三河地域において

必要不可欠な存在となっている。

よって、地域と共に歩む新城東高等学校作手校舎が将来にわたり存続されるよう、

付されている条件「第１学年における新城市内の中学校からの入学者が平成２６年度

以降２年連続して２０人未満となった場合には、翌年度募集停止すること」の撤廃に

ついて強く要望するものである。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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